
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＶＯＬ．８（２０２６．２） 

大洗町教育委員会学校教育課 

放課後科学教室【OSC】 

令和 年度大洗サイエンスカレッジ通信 

空き缶の蓋の裏にあるシール材を

ペンチで取り除く。千枚通しで穴を

あけミルクフォーマーを固定する。  

千枚通しを使い、空き缶の下部に

できるだけ沢山の穴を開ける。ザラ

メと食紅を缶の中に入れる。      

アルコールランプの上に、空き缶で作

ったわたあめ機をかざし、ミルクフォ

ーマーの電源を入れ回転させると…  

開けた穴から溶けた砂糖が飛び出してわ

たあめができた！割りばしでからめと

る！壁には色付きの砂糖の跡がみえる。 

〜教授の時間〜 

わたあめ作り 

①ザラメ糖が溶けて液体に変化 

②缶が回転し穴から空気中に放出 

③一気に冷却され繊維状に固まる 

④ふわふわな「わたあめ」が出来る 

約 30m の糸電話実験では糸が振動

して声が伝わる。空気を抜くと振動

が伝わらず時計の音は聞こえない。 

骨伝導実験を行う。手で完全に耳を

ふさぐ。そして頭にスピーカーを置く

と…頭の中から声が聞こえた！！ 

骨伝導は、骨を振動させて音を伝

える。だとしたら、糸電話でも骨に

振動を与えれば、聞こえるはず！ 

紙コップから骨伝導で声を聞けた！

スプーンに糸を巻き付けても同じよう

に聞こえる。綺麗な鐘の音だ！   

〜教授の時間〜 

骨伝導 

骨伝導では、鼓膜を使わない。    

音を空気の振動としてではなく、骨を

直接振動させて内耳に音を届ける。  


